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熊 本 地 震 を 忘 れ な い た め に
　11月20日（日）町内各地で総合防災訓練が行われました。
　同訓練は、熊本地震を教訓として、大雨や台風、地震などの自然災害に迅速に対応でき
るよう日ごろから備えるため、町が主催。甲佐町消防団や各自主防災組織などが参加し、
町内各地でさまざまな訓練に取り組みました。

甲佐町総合防災訓練

　甲佐高校（堀川丞美校長）では、横田区
（大塚享区長）と若草保育園（元村健正園
長）が合同で防災訓練を実施しました。
　10月12日（水）避難訓練が甲佐高校で行
われ、甲佐高生や近隣住民、若草保育園の
園児など約300人が参加。町では、災害時
に甲佐高校を一時避難所として緊急利用で
きる覚書を交わし、避難環境を整えています。

甲佐高校×地域住民×若草保育園

■
甲
佐
町
総
合
防
災
訓
練

　
11
月
20
日
（
日
）
町
内
各
地
で
甲
佐
町

総
合
防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
訓
練
は
午
前
８
時
に
大
地
震
に
よ

る
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
想

定
で
実
施
さ
れ
、
防
災
行
政
無
線
で
の

訓
練
放
送
と
同
時
に
各
地
で
訓
練
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
西
寒
野
区
で
は
、
防
災
資
機
材
の
用

途
や
使
用
方
法
の
習
熟
を
目
的
に
自
主

防
災
組
織
の
副
班
長
以
上
の
14
人
が
参

加
。
ま
た
、
歩
行
困
難
者
の
救
出
を
想

定
し
た
訓
練
を
行
い
、
搬
送
方
法
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
岩
下
二
区
で
は
、
消
防
団
員
や
地
域

住
民
が
避
難
の
手
順
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
甲
佐
町
食
生
活
改
善
推
進

員
の
古
田
俊
子
さ
ん
（
岩
下
二
区
）
が

災
害
時
に
役
立
つ
「
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
」
に
つ
い
て
説
明
。
「
普
段
で
き
な

い
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
時
で
き
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
練
習
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
防
災

士
会
熊
本
県
支
部
の
市
下
潤
子
さ
ん
と

く
ま
も
と
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
研
究
会
の
松

里
健
一
さ
ん
が
講
演
。
町
職
員
が
災
害

時
の
行
政
運
営
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
、
防
災
力
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

１_ 土のう作りの作業手順を確認す
る上早川四区の皆さん　２_ 水消火
器を使った消火訓練を行う津志田区
の皆さん　３_「パッククッキング」
について学ぶ岩下二区の皆さん　
４_ 足を骨折した負傷者を想定して
救助する西寒野区の皆さん　５_ 災
害時の対応について学ぶ甲佐町職員

▼

甲
佐
高
校
の
校
庭
で
避
難

　

手
順
を
確
認
す
る
参
加
者

地域で取り組む災害への備え
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❖甲佐町総合防災訓練❖甲佐町総合防災訓練

甲
佐
町
消
防
団
が
防
火
啓
発

パ
レ
ー
ド
を
実
施

秋
の
火
災
予
防
運
動

■
甲
佐
町
消
防
団
が
町
内
巡
回
で

　

火
の
用
心
を
呼
び
掛
け

　
11
月
13
日
（
日
）
町
内
全
域
で
防

火
啓
発
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
は
、
11
月
９
日
（
水
）

〜
15
日
（
火
）
の
「
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
」
に
合
せ
て
甲
佐
町
消
防

団
（
井
藤
朋
紀
団
長
）
が
毎
年
実

施
。
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
防
火
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
こ
と
で
火
災
発
生
を
予

防
し
、
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
、
井
藤
団
長

が
「
空
気
が
乾
燥
し
、
火
を
扱
う
機

会
が
増
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
呼

び
掛
け
を
十
分
に
行
い
、
火
災
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
訓
示
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
団
員
ら
46
人
は
、
消

防
車
両
28
台
に
乗
り
込
み
、
宮
内
・

甲
佐
・
竜
野
・
乙
女
・
白
旗
の
各
地

域
に
分
か
れ
て
巡
回
。
拡
声
器
で「
火

の
取
扱
い
や
後
始
末
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
火
の
用
心
を
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

■
若
草
保
育
園
の
園
児
が
防
火
を

　

呼
び
掛
け
パ
レ
ー
ド

　
11
月
11
日
（
金
）「
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
」
に
合
わ
せ
て
町
商
店

街
な
ど
で
若
草
保
育
園
の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
、
甲
佐
町
消
防
団
に
よ
る
防

火
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
パ
レ
ー
ド
は
、
防
火
に
対
す
る

意
識
の
向
上
や
火
災
予
防
の
呼
び
掛

け
を
目
的
に
３
年
ぶ
り
に
開
催
。

　
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
園
児
た
ち
が

町
商
店
街
で
住
民
に
防
火
啓
発
の
チ

ラ
シ
を
配
っ
た
後
、
町
役
場
に
出
向

き
、師
富
省
三
副
町
長
を
表
敬
訪
問
。

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
17
人
は
「
火
遊

び
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
」
な
ど
と
大

き
な
声
で
「
防
火
の
誓
い
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

▲隊列を組み火災予防を呼び掛ける園児たち ▲防火啓発ポスターを受け取る住民▲師富副町長を表敬訪問した園児たち
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秋のにぎわい、再び。

第37回甲佐町産業文化祭が開催
　11月13日（日）第37回産業文化祭が開催されました。３年ぶりに復活した甲佐の秋の

祭典には、町内外から多くの人が訪れ、子どももお年寄りも楽しむ１日となりました。

　この秋に収穫された農産物や加工品を展示・販売する「農業祭」、甲佐のおいしいグル

メが集まる「商工祭」、書道や絵画など芸術の秋を楽しむ「文化祭」を一度に楽しめる甲

佐の秋の祭典は、大いに盛り上がりました。

■
郷
土
の
豊
か
な
実
り
と
文
化
の
薫
る

　

秋
の
祭
典
が
３
年
ぶ
り
に
開
催

11
月
13
日
（
日
）
第
37
回
甲
佐
町
産
業
文

化
祭
が
町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
文
化
祭
は
町
、
上
益
城
農
業
協
同
組

合
、
甲
佐
町
商
工
会
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の

共
催
。
開
会
式
に
引
き
続
き
、
農
業
祭
部
門

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た

農
産
物
や
加
工
品
の
中
か
ら
、
特
に
出
来
の

良
い
ニ
ラ
や
柿
な
ど
の
生
産
者
に
賞
状
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　
ろ
く
じ
館
側
駐
車
場
で
は
特
設
ス
テ
ー
ジ

が
設
け
ら
れ
、
農
業
祭
・
商
工
祭
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
。
甲
佐
中
学
校
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
甲
佐
高
校
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
本
町

特
産
の
ニ
ラ
を
使
っ
た
ニ
ラ
飛
ば
し
大
会
、

大
抽
選
会
な
ど
で
大
盛
況
。
お
に
ぎ
り
の
引

き
換
え
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
に
は
、

町
内
店
舗
も
多
く
出
店
し
、
多
く
の
人
が
甲

佐
グ
ル
メ
に
舌
つ
づ
み
。
甲
佐
高
校
の
ブ
ー

ス
で
は
、
生
徒
た
ち
が
売
り
子
と
し
て
こ
う

さ
ん
も
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
ニ
ラ
あ
ら
れ
な
ど
の

販
売
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
文

化
祭
に
は
、
甲
佐
町
文
化
協
会
の
48
団
体
が

書
道
や
絵
画
、
水
墨
画
、
陶
芸
、
、
短
歌
、

肥
後
狂
句
な
ど
の
文
芸
作
品
、
木
工
品
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
手
工
芸
品
が
多
数
展
示
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
詩
吟
や

ピ
ア
ノ
、
オ
カ
リ
ナ
、
コ
ー
ラ
ス
、
日
舞
、

大
正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
相
撲
甚
句
な
ど
が

披
露
さ
れ
、会
場
に
は
拍
手
が
響
き
ま
し
た
。

4Public Relations KOSA
December 2022



7

５

６

９

８

10

14

７

８９

10

11

1213

１_ 甲佐特産のニラを飛ばす参加者　２_ 歌を披露する甲佐高校の
生徒　３_ 甲佐特産のニラを使った焼きそばを買い求める来場者
４_ 美しい音色を奏でる甲佐中学校吹奏楽部の皆さん　５_ 力を合
わせて大綱引きをする皆さん　６_ 餅投げに参加した村上美香さん

（右）と中村幸男甲佐町商工会会長　７_ キレのあるダンスを披露
８_ ニラを使ったあられを販売する甲佐高校の生徒たち　９_ 手作
りのパッチワークが並ぶ　10_ 書道作品が並ぶ　11_ 相撲甚句を披
露する甲佐相撲甚句会の皆さん　12_ 出品された農産物や加工品を
採点する審査員　13_ 農業祭部門の表彰を受けた受賞者の吉永龍子
さん（吉田区）　14_ 農業祭で出品された花や果物が並ぶ
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文
化
功
労
お
よ
び

自
治
功
労
を
た
た
え
て

令和４年度甲佐町功労者表彰

■
２
人
の
功
績
を
た
た
え
て

11
月
３
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
、
令
和
４
年
度
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
町
が
「
町
功
労
者
表
彰
規
程
」

に
基
づ
き
、
毎
年
文
化
の
日
に
開
催
。
本
年

度
は
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
し
町
に
貢
献
さ
れ

た
２
人
を
表
彰
。
今
年
は
町
関
係
者
や
関
係

区
長
な
ど
20
人
程
度
に
出
席
者
を
限
定
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
受
賞
者
一
人
一
人
に
奥
名
克

美
町
長
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
。「
文

化
」
と
「
自
治
」
の
各
分
野
に
お
い
て
、
功

績
を
た
た
え
ま
し
た
。

　
奥
名
町
長
は
「
文
化
功
労
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
北
川
様
に
お
き
ま
し
て
は
、
肥
後
狂
句

甲
佐
会
を
起
ち
上
げ
、
肥
後
狂
句
の
普
及
活

動
に
尽
力
。
本
町
の
文
化
の
発
展
に
大
い
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
自
治
功
労
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
宮
崎
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
行
政

区
長
と
し
て
行
政
と
町
民
を
つ
な
ぎ
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
発
展
に
大
い
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
本
町
の
町
政
発
展
・

地
域
振
興
に
、
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
宮
川
安
明
町
議
会
議
長
、
芦
原

博
幸
区
長
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
功
労
者
を
代
表
し
て
、
宮
崎
達
也
さ
ん

（
北
早
川
区
）
が
「
私
は
一
線
を
引
き
ま
し

た
の
で
、
今
後
は
側
面
か
ら
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
ご
臨
席

の
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご
活
躍
を
祈

念
し
て
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

宮崎　達也さん

〔北早川区〕

甲佐町嘱託員・区長
10年

令
和
４
年
度
受
賞
者

北川須美子さん

〔上早川二区〕

甲佐町文化協会副会
長６年、県民文芸賞
入賞・入選多数

自治功労 文化功労
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住民税非課税世帯などに５万円給付

価 格 高 騰 緊 急 支 援 給 付 金
電力・ガス・食料品などの価格高騰による負担増を踏まえ、暮らしを支援する経済対策の一環とし

て、住民税非課税世帯などに現金５万円が支給されます。給付金を受け取るには、手続きが必要です。
※令和３年度・４年度分としてすでに給付金を受給した世帯も、要件に該当すれば支給されます。

　町から給付内容や住所・氏名・給付金振り込
み口座番号などが書かれた確認書が届きます。
内容を確認して、町に返送してください。
▶返送期限

令和５年１月31日（火）
※期限までに提出が無い場合は給付金を受け取れません

▶確認事項
・給付金振り込み口座番号に間違いはないか
・住民税が課税されている人の扶養親族のみの
　世帯でないか

��１．対�象�者

住民税非課税の世帯

　次のどちらかに該当する世帯　※重複して給付を受けることはできません

●令和４年９月30日時点で甲佐町に住民票があり、令和４年度の住民税が非課税の世帯
　 ※住民税が課税されている人の扶養親族のみで構成される世帯を除く

●令和４年１月以降の収入が減少し、住民税非課税相当となった家計急変世帯

��２．申�請�方�法

家計急変世帯

  世帯全員が令和４年１月１日以前から本町に住んでいる世帯

 令和４年１月２日以降の転入者がいる世帯

　町から届く申請書に必要事項を記入して添付
書類と一緒に返送してください。
▶申請期限

令和５年１月31日（火）

　給付金を受け取るには、申請が必要です。町
福祉課で配布する申請書に必要事項を記入して
提出してください。（申請書は、町公式ウェブ
サイトからもダウンロードできます。）令和４
年の収入額が確認できる書類などが必要です。
▶申請期限

令和５年１月31日（火）
 住民税非課税相当とは
　世帯員全員の年収見込額（令和４年１月以降
の任意の１カ月の収入×12カ月分）が住民税
均等割非課税世帯水準以下であることを指しま
す。詳しくは、令和４年中の給与明細書などを
準備して町福祉課へご相談ください。

予期せず収入が減少してないのに給
付を申請すると、不正受給（詐欺
罪）に問われる場合があります。！

��３．お�問�い�合�わ�せ�先

給付金コールセンター
☎0120-526-145

（受付）平日 / 午前９時～午後８時

 ■制度に関すること

甲佐町役場　福祉課
☎096-234-1114

（受付）平日 / 午前９時～午後５時

 ■申請方法に関すること

絶対に教えない！ 渡さない！
給付金を装った詐欺に注意 !!

※ 町や国の機関からＡＴＭの操作をお願いすることは絶対にありません。

怪しいと感じたら、すぐに  町役場��または  御船警察署（☎096-282-1110）へお電話を！

マイナンバー　　　口座番号　　　通帳・キャッシュカード　　　暗証番号
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10
月
12
日
（
水
）
ま
つ
や
ま
塾
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
稲
刈
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
地
域
社
会
で
子
ど
も
た

ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
住
民
の
協

力
を
得
て
、
町
教
育
委
員
会
が
平
成

20
年
か
ら
放
課
後
に
開
講
。
乙
女
小

学
校
を
中
心
に
年
間
40
回
程
度
、
活

動
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
約
20
人
は
5

月
に
自
ら
が
田
植
え
を
行
っ
た
場
所

で
地
域
の
指
導
者
の
補
助
の
下
、
稲

刈
り
に
挑
戦
。
収
穫
後
、
児
童
は
背

丈
ほ
ど
の
稲
を
抱
え
て
運
び
、
稲
を

干
す
作
業
を
し
ま
し
た
。
長
野
咲
月

さ
ん
（
乙
女
小
１
年
・
府
領
区
）
は

「
初
め
て
の
稲
刈
り
で
し
た
が
、
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　11月２日（水）甲佐町ナイトハイクが３

年ぶりに開催されました。

　青少年の育成と心身の鍛錬を行うとともに、

健康増進および異世代交流、また家族の触れ

合いを深めることを目的に、甲佐町青少年健

全育成町民会議と町教育委員会が共催。

　町生涯学習センターを午後７時に出発。益

城橋を渡って美里町の二俣五橋を通り、日和

瀨橋を渡って戻る12.1㌔のコースを約160人

が歩きました。到着後には、本町の特産品な

どの参加賞が配られました。

地域の安心安全な暮らしを支える

令和４年度防犯功労者表彰

お米たくさん獲れた！

乙女小まつやま塾

12.1㌔のウオーキングに挑戦

甲佐町ナイトハイクが開催

▼堀田御船警察署長から賞状を受け取った境さんと井芹さん（右）

▲スタッフの案内に従って夜道を歩く親子連れ

▼

地
域
の
住
民
と
一
緒
に
稲
束
を
運
ぶ
子
ど
も
た
ち

　

10
月
11
日
（
火
）
御
船
警
察
署

で
令
和
４
年
度
防
犯
功
労
者
表
彰

の
伝
達
が
行
わ
れ
、
境
国
嗣
さ
ん

（
広
瀬
区
）
に
防
犯
栄
誉
銀
章
が
、

井
芹
雅
洋
さ
ん
（
東
寒
野
区
）
に

九
州
防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
防
犯

功
労
者
表
彰
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
全
国
防
犯
協
会
連

合
会
が
実
施
し
、
多
年
に
わ
た
り

防
犯
活
動
に
尽
力
し
、
犯
罪
防
止

に
多
大
の
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

ら
た
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の
。

　

境
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
か
ら
少

年
補
導
員
と
し
て
活
動
。
甲
佐
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
少
年
非
行
防

止
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
知
識
を
住
民
と

共
有
し
て
、
自
主
防

犯
意
識
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
井
芹
さ
ん

は
平
成
12
年
に
少
年

補
導
員
と
し
て
活
動

を
開
始
し
て
以
来
、

地
域
の
安
全
や
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
。

平
成
28
年
か
ら
は
御

船
地
区
警
察
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

長
と
し
て
、
同
会
４

支
部
を
牽
引
す
る
な

ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ

表
彰
と
な
り
ま
し
た
。
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　11月６日（日）下豊内で、町生涯学習センター

東側をコースに第52回甲佐町駅伝競走大会と第

48回地区対抗体力つくり駅伝競走大会が開催さ

れました。

　同大会は、町民に駅伝競走の醍醐味を広く伝え、

競技人口の底辺拡大と各選手間の親睦融和を図る

ことを目的に、甲佐町体育協会、町教育委員会、

甲佐町陸上競技協会が共催。沿道では、頑張って

走る選手たちに地域の人たちや保護者の皆さんか

ら大きな声援が送られました。

　町駅伝競走大会には、５区間７・２㌔のコース

に６部門22チームが出場。小学男子の部はサン

ズえいき、小学女子の部は龍野ドラゴンズ A、中

学男子の部は甲佐中 A、中学・一般女子の部は甲

佐中陸上部、高校・一般男子の部は役場 A、高

校・一般男女混合の部は JA かみましき営農部が

優勝しました。

　地区対抗体力つくり駅伝競走大会では６区間

４・８㌔のコースに各小学校区で構成された計

10チームが参加。竜野 A チームが優勝しました。

　10月21日（金）町総合保健福祉センター

「鮎緑」でオミクロン株に対応したファイ

ザー社の新型コロナウイルスワクチンの集団

接種が始まりました。今年の４月までに２回

以上の接種を終えた126人が訪れ、円滑にワ

クチン接種を行いました。

　なお、同株対応のモデルナ社ワクチンなど

の個別接種も10月19日（水）から小屋迫医

院でスタートしており、冬場に懸念される

「第８波」やインフルエンザとの同時流行に

備えました。

３回目以降のワクチン接種が開始

オミクロン株対応新型コロナワクチン接種

▲ワクチンの集団接種で経過観察のため待機する皆さん

甲佐を舞台に繰り広げられた熱戦

３年ぶりに駅伝大会が開催

▲冷気をはらみはじめた秋の空気の中を勢いよく駆け出す、町駅伝競走
　大会小学生の部の１区の子どもたち

　

10
月
20
日
（
木
）
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
オ
ー
タ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
サ
ー
ト
は
住
民
に
音
楽
を

気
軽
に
聴
い
て
楽
し
み
、
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
生
の
芸
術

に
触
れ
て
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
教
育
委
員
会
が
同
セ
ン

タ
ー
自
主
文
化
事
業
と
し
て
主
催
。

　

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
進
藤

久
明
さ
ん
（
熊
本
市
）
が
Ｒ
Ｋ
Ｋ

ボ
ー
イ
ズ
＆
ガ
ー
ル
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ソ
ン
グ
「
あ
し
た
へ
」
な
ど
、
パ

ワ
フ
ル
な
歌
声
を
披
露
。
来
場
し
た

約
50
人
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍

子
を
し
た
り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
し
な

が
ら
会
場
は
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

町を元気づける歌を披露

町自主文化事業「オータムコンサート」

▼

力
強
い
歌
声
を
披
露
す
る
進
藤
久
明
さ
ん
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Information

ご
み
・
し
尿

町環境衛生課　TEL096－234-1169

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線1０4）

■�

確
定
申
告
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提

示
や
申
告
書
の
記
載
が
必
要
で
す

　
令
和
５
年
２
月
の
確
定
申
告
に
は
、

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

ど
）
の
提
示
お
よ
び
申
告
書
へ
の
記
載

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
通
知

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
や
氏

名
が
、
住
民
票
と
一
致
し
な
い
場
合
は
、

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
交
付
さ
れ
た
カ
ー
ド
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）

に
よ
る
申
告
手
続
に
も
使
用
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
人
は
、
お
早
め
に
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
り
ま

せ
ん
か

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
顔
写
真
付
き
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
高
い
カ
ー
ド
で
す
。
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
も
広
く
活
用
で
き

ま
す
。
カ
ー
ド
内
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は

利
用
者
用
電
子
証
明
書
と
署
名
用
電
子

証
明
書
が
搭
載
さ
れ
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
な

ど
の
文
書
の
提
出
を
伴
う
電
子
申
請
な

ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
を
希

望
す
る
人
は
、
初
回
無
料
で
申
請
で
き

ま
す
。
申
請
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
で
カ
ー

ド
が
完
成
し
、
町
住
民
生
活
課
窓
口
で

の
本
人
確
認
後
、
直
接
交
付
と
な
り
ま

す
。

●
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト
実
施
中

　
現
在
、
町
住
民
生
活
課
窓
口
で
は
職

員
が
無
料
で
顔
写
真
を
撮
影
す
る
な

ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
予
約

制
の
休
日
・
夜
間
窓
口
も
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

期
限
は
12
月
末
ま
で
で
す
。
お
早
め
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

や
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
町
住
民
生
活
課
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
１
）

マイナンバー（個人番号）
を確認しましょう

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い

収集地区 収集日 クリーンセンターへの直接持ち込み

年
末

星の川団地、立岩団地、竜野地区

（上早川五区・あゆの里緑川団地を

除く）、乙女地区、白旗地区

12月26日（月）
12月29日（木）

・通常持込期限　12月29日（木）

・通常持込時間　午前９時～午後４時30分

・持　 込　 料　100円 /10㌔
※個人の持込可

※ 時間厳守

宮内地区、甲佐地区（星の川団地・

立岩団地を除く）、上早川五区、

あゆの里緑川団地

12月27日（火）
12月30日（金）

年
始

星の川団地、立岩団地・竜野地区

（上早川五区・あゆの里緑川団地を

除く）、乙女地区、白旗地区

１月５日（木）
から

１月４日（水）から通常持ち込み可
宮内地区、甲佐地区（星の川団地・

立岩団地を除く）、上早川五区、

あゆの里緑川団地

１月６日（金）
から

● 家庭ごみ収集

▲

お問い合わせ先　御船町甲佐町衛生施設組合（クリーンセンター）　TEL096‐282‐0688

● し尿くみ取り
収集地区 くみ取り日 備考

年
末

全地区 12月28日（水）まで
年末は非常に混み合いますので、12月23日（金）までにお
申し込みください。

年
始

全地区 １月４日（水）から 通常受け入れ可

▲

お申し込み・お問い合わせ先

・宮内地区、甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部、星の川団地①）、竜野地区、乙女地区、白旗地区

　（有）甲佐衛生社　TEL096‐234‐1217

・甲佐地区（東寒野区・西寒野区・上豊内区の一部を除く、星の川団地②）

　米村衛生（有）　TEL096‐234‐0308

年末年始のごみ収集・し尿くみ取り計画【12月26日（月）〜１月６日（金）】
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町からのお知らせ　【12月】

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線1０4）　　　熊本東年金事務所　TEL096－367－25０3

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－1113（ 内線1０8）

■�

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
る
の

は
、
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
の
全
額
で
、
過
去
の

年
度
分
や
追
納
分
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

配
偶
者
や
ご
家
族
の
負
担
す
べ
き
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険

料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
は
確
定

　

申
告
に
必
要
で
す

　
令
和
４
年
中
に
納
付
し
た
保
険
料
に

つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
行

う
と
き
に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を

支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
人
に
対
し
て
は
、
控
除
証

明
書
が
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。

　
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
ご
照
会

は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ

れ
て
い
る
日
本
年
金
機
構
の
電
話
番
号

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
は
期
限
内
に
納
付
を

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金

は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な

ど
万
一
の
と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な

る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

■�

国
民
健
康
保
険
資
格
の
適
正
な

適
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
町
で
は
、
毎
年
12
月
を
「
国
民
健
康

保
険
制
度
適
用
適
正
化
月
間
」
と
し
、

国
民
健
康
保
険
の
資
格
の
適
正
な
管
理

と
業
務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
社
会
保
険
な
ど
の
適
用

対
策
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

■�

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
脱
退
に

関
す
る
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　
国
民
健
康
保
険
は
、
74
歳
ま
で
の
社

会
保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
で
共
済
・

船
員
保
険
も
含
む
）
の
被
保
険
者
お
よ

び
そ
の
被
扶
養
者
を
除
く
す
べ
て
の
人

に
加
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
社
会
保
険
を
脱
退
ま
た
は
加
入
な
ど

資
格
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
住

民
生
活
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
が
必

要
な
手
続
き

●
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
届

　
社
会
保
険
を
脱
退
し
た
場
合
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
離
職
票
や
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
の

社
会
保
険
を
脱
退
し
た
証
明
書
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

●
国
民
健
康
保
険
の
脱
退
届

　
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
社
会
保
険
被
保
険
者
証
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

分
か
る
も
の

■�

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
を

　
同
じ
世
帯
に
社
会
保
険
の
被
保
険
者

が
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
の
被
扶
養
者

と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
扶
養
認
定
で
き
る
か
は
お
勤
め
先

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■�

所
得
の
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
な
ど

に
必
要
で
す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
で
所
得
の
申
告
が
お
済
み
で
な

い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

社会保険料控除を受ける
には控除証明書が必要

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 へ お 尋 ね く だ さ い

12月は国民健康保険
制度適用適性化月間

国 保 に 関 す る 届 け 出 は 町 住 民 生 活 課 ま で
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Library
町生涯学習センター図書室からの12月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時〜午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

鉄道敷設は明治新政府肝煎りの

一大事業だった。芝〜品川間の

海上を走らせる「築提」部分を

請け負うことになった平野屋弥

市は、誰もやったことがない難

工事に立ち向かう。そこには、

さまざまな困難が待ち受けてい

た…。明治の人々が鉄道の開業

にどれほどの熱情を持って挑み、

成し遂げたのか、その矜持に胸

が熱くなる１冊です。

PHP 研究所

小説

日本初の鉄道敷設に挑んだ男たちの熱き物語
梶 よう子著 /『我、鉄路を拓かん』

戦場で本当にあった奇跡のようなお話
鈴木 まもる文・絵 /『戦争をやめた人たち 1914年のクリスマス休戦』

クリスマスのケーキも手作りで
Soyon 著 /『真夜中のお菓子レシピ 世界が寝静まったら』

絵本から飛び出してきたかのよ

うに可愛くて、美しいお菓子の

レシピ。心をやさしく包む40

種のレシピと、眠れぬ夜の心を

あたためてくれるメッセージ。

SNS で人気の Soyon 初のお菓子

レシピ集です。初心者でも困ら

ないよう細かく書かれたレシピ。

上達者はぜひ自己流のアレンジ

を！ゆっくりとお菓子作りの時

間を楽しみましょう。

KADOKAWA

教養娯楽

インドで身ぐるみ剥がされ英語

が上達、暗黒舞踏家のフランス

人女性に生きたフランス語を学

び、麻薬王のアジトでビルマ語

学習…。学んだ言語は25以上。

自身の「言語体験」に基づき、

「言語」を深く楽しく考察。語

学上達のヒントも満載。辺境ノ

ンフィクション作家の超ド級語

学体験。破天荒で自由な著者の

語学青春記です。

集英社

一般書

辺境ノンフィクション作家の語学青春記
高野 秀行著 /『語学の天才まで１億光年』

第一次世界大戦がはじまった５

カ月後の、12月24日の夜。敵

対するドイツ軍とイギリス軍と

の最前線で、銃声の代わりに

「クリスマスキャロル」の歌声

が流れ…。戦場で本当にあった

奇跡のようなお話。あとがきに

は「この星に、戦争はいりませ

ん」という一文があり、作者の

平和を願う強い思いを感じる絵

本です。

あすなろ書房

かいものが恋しい季節に

なりました。この時期、

私はお店に並んだ毛糸たちに目

がとまり、コタツに入って何か

手作りしたくなります。

　そんな私が紹介する本は、な

んと古着の毛糸のセーターがク

マに、シャツがネコに、靴下は

ミーアキャットのぬいぐるみに

生まれ変わるという、癒し効果

抜群の本です。「この古着、な

んの動物に

見 え る？」

が、 は じ め

の一歩だと

か。 持 っ て

いる古着の

どこを使う

の か、 ど の

ように縫っ

ていくのかわかりやすく解説し

てあります。

　さっそく、子どもが幼かった

時のシャツでネコに挑戦してみ

ました。お気に入りで手放せな

かった服です。襟が耳、袖が顔、

ボタンのついた身頃が体、手足、

しっぽになり、かわいいネコの

完成です。古着地は何度もお洗

濯しているので柔らかいし、小

さなお子さんでも、ぎゅっと

だっこできますよ。

　お気に入りの服から生まれ変

わった動物たちにきっと癒され、

暖かい気持ちになれること間違

いなしの１冊です。

児童書

暖 R
e
a
d
 T

his S
tory

!

〜 My Favorite Story 〜

私のおすすめ図書
 『古着で作るぬいぐるみ』（金森 美也子 著）

松野 歩さん

〔町図書室職員〕

今月の案内人

着られなくなったけれど、いつまでも
手放せないお気に入りの古着。この本
では、そんな古着を使ってぬいぐるみ
を作ります。

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　の会について

　図書室では、毎月第２木

曜日に「０歳児からのおは

なしの会」を行っています。

絵本の読み聞かせや、手袋

人形、手遊びうたなど楽し

い内容です。子育て中の保

護者のみなさん、おじい

ちゃん、おばあちゃんも子

どもたちとお気軽にご参加

ください。

●開催日時

　12月８日（木）

　午前10時30分〜
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■ハ ラ ス メ ン ト に つ い て 正 し く 知 り 、
　 相 手 の 立 場 に な っ て 考 え ま し ょ う

　ハラスメントとは「いじめ・嫌が
らせ」を意味し、職場などさまざま
な場面での、相手を不快にさせる、
尊厳を傷つける、不利益を与えると
いった発言や行動をさします。ハラ
スメントによるストレスが続くと、
被害者は自信や意欲をなくし、本来
持っている能力を発揮できなくなり
ます。場合によっては、休職、退職
などに追い込まれていくこともあり
ます。
　ハラスメントは、その人の尊厳や

人格を深く傷つけるものです。ハラ
スメントについて正しく知り、相手
の立場に立って、誰もが安全、安心
に働いたり学んだりできる場にする
ために、全ての人がハラスメント防
止に取り組む必要があります。

●

ハラスメントの種類

①パワーハラスメント（パワハラ）
　同じ職場で働く者に対して、職務
上の地位や人間関係などの職場内の
優位性を背景に、業務の適正な範囲
を超えて精神的・身体的苦痛を与え
る、または職場環境を悪化させる言
動のことです。

②セクシュアルハラスメント（セクハラ）
　相手の意に反した性的な言動によ
り、相手の心身を傷つけることをい
います。同性間でも起こり得て、セ
クハラもパワハラと同じように力関
係を背景に行われるものです。
③マタニティハラスメント（マタハラ）
　妊娠・出産・育休などを理由にし
て、解雇・雇い止め・降格などの不
利益な取り扱いを行うことです。
　人権研修テキスト 令和２年度より 作成

Public Hall
町公民館からのお知らせ

Human Rights
人権 〜心豊かに暮らすために〜

●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
10
月
20
日
（
木
）
上
豊
内
公

民
館
で
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
谷
田
病
院
の
平
田
梢
管
理
栄

養
士
（
熊
本
市
）
を
講
師
に
迎

え
、
上
豊
内
老
人
会
の
13
人
が

高
齢
期
の
食
生
活
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
低
栄
養
の
悪
循

環
や
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
と
不
足
し
が
ち
な
タ

ン
パ
ク
質
の
重
要
性
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　
平
田
さ
ん
は
「
タ
ン
パ
ク
質

は
筋
力
維
持
や
ア
ッ
プ
、
ま
た

免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
重
要

な
栄
養
素
で
す
。
高
齢
期
に
不

足
し
が
ち
に
な
る
た
め
タ
ン
パ

ク
質
を
意
識
し
た
食
事
を
積
極

的
に
摂
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
（
月
）
田
原
公
民

館
で
出
前
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
町
公
民
館
自
主
講
座
の
ポ
ハ

イ
ケ
ア
ロ
ハ
・
フ
ラ
ミ
ナ
ミ
Ａ

の
メ
ン
バ
ー
6
人
が
フ
ラ
ダ
ン

ス
や
宮
崎
県
民
謡
「
い
も
が
ら

ぼ
く
と
」
、
日
本
舞
踊
を
披
露
。

参
加
し
た
田
原
区
老
人
会
の
11

人
は
「
こ
れ
か
ら
音
頭
」
や

「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
の

曲
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
踊
っ
た

り
、
手
拍
子
を
し
た
り
し
て
楽

し
み
ま
し
た
。

　
同
メ
ン
バ
ー
は
「
フ
ラ
ダ
ン

ス
は
、
何
歳
か
ら
で
も
無
理
な

く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
ダ
ン
ス
を
一
緒

に
し
て
元
気
を
も
ら
い
ま
し

た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

高
齢
期
食
生
活
を
学
ぶ

町
公
民
館
出
前
講
座

フ
ラ
ダ
ン
ス
鑑
賞
会

町
公
民
館
出
前
講
座

▲同メンバーと一緒にフラダンス

を踊る参加者の皆さん

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

▲平田管理栄養士の説明に耳を

傾ける参加者の皆さん

▲

町生涯学習センター事業のご案内

ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト
を 開 催 し ま す

　町教育委員会が主催する自主文

化事業としてクリスマスコンサー

トを開催します。

　新型コロナ感染症対策のため参

加希望者は町社会教育課まで事前

予約をお願いします。

●開催日時

　12月18日（日 ) 午前10時30分開演

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●出演

　音の和 MUSIC

　唄とピアノを川原一紗さん、民族

楽器を藤川潤司さんが奏でる美しい

ハーモニーが魅力の夫婦ユニット。
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❖
町
が
行
う
介
護
予
防
事
業

　
皆
さ
ん
は
、
元
気
に
、
自
分
ら
し
く
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
町
で
は
、
あ
な
た
が
あ
な
た
ら
し

く
、
元
気
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め

に
「
介
護
保
険
法
」
に
基
づ
き
、
介
護

予
防
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
「
甲
佐
町
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
は
、
町
が
中
心
と
な
っ

て
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、
支
え
あ
い
を
推
進
し
、

要
支
援
者
な
ど
に
対
す
る
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
支
援
な
ど
可
能
と
す
る
こ
と

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
介
護
予
防
の
事
業
に
は
、
地
域
の
公

民
館
な
ど
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
が

行
う
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
な
ど
と
、

介
護
事
業
者
が
利
用
者
宅
に
出
向
い
て

家
事
支
援
な
ど
を
行
う
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
や
、
利
用
者
が
介
護
事
業
所
で
リ
ハ

ビ
リ
な
ど
の
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組

む
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
町
が
委
託
し
た
医
療
機
関
の
理
学
療

法
士
な
ど
が
、
生
活
機
能
を
向
上
す
る

た
め
の
指
導
を
行
う
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

Ｃ
事
業
（
短
期
集
中
予
防
サ
ー
ビ
ス
）

も
こ
の
取
り
組
み
の
１
つ
で
す
。

❖
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
事
業
「
は

　

つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」

　
町
が
実
施
す
る
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｃ

事
業
「
は
つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」
は
、

全
12
回
の
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
日
常
生
活
に
必
要
な
運
動
機

能
の
維
持
・
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
理
学
療
法
士
な
ど
が
利
用
者
の
健
康

状
態
の
個
別
確
認
と
機
能
向
上
・
維
持

の
た
め
に
集
団
指
導
を
行
い
ま
す
。
利

用
者
は
、
筋
力
維
持
や
関
節
を
柔
ら
か

く
す
る
体
操
を
基
本
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
ま
す
。「
足

が
ふ
ら
ふ
ら
す
る
」、
「
長
く
立
て
な
く

な
っ
た
」、「
食
事
の
時
に
む
せ
る
」、

「
栄
養
管
理
が
な
か
な
か
で
き
な
い
」

と
い
っ
た
日
常
生
活
の
困
難
を
改
善
す

る
集
団
指
導
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認

知
機
能
低
下
予
防
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
も
あ
り
ま
す
。

　
全
12
回
の
活
動
の
う
ち
、
11
回
目
に

は
１
回
目
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
改
善

が
み
ら
れ
る
の
か
動
画
や
記
録
シ
ー
ト

に
よ
り
評
価
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
の
成

果
を
あ
な
た
自
身
が
確
認
す
る
こ
と
で

そ
の
効
果
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
リ
ハ
ビ
リ
教
室
へ
の
参
加
を
通

し
て
、
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
に
取

り
組
み
、
あ
な
た
の
暮
ら
し
の
生
き
が

い
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
毎
週
水
曜
　
午
前
９
時
30
分
～
午
前

11
時
30
分

▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

　
介
護
保
険
の
要
支
援
１
・
２
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
ま
た
は
65
歳
以
上
の

事
業
対
象
者
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
該
当
者
）

※
通
所
介
護
相
当
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
介

　
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
を
利
用
し
て

　
い
る
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼
定
員

　
30
人

▼
申
込
期
限

　
随
時
受
付
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

　
１
回
３
０
０
円
。
希
望
者
は
送
迎
も

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
家
と

と
も
に
、
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
運

動
機
能
向
上
・
口
腔
機
能
向
上
・
栄
養

改
善
な
ど
）
に
取
り
組
み
ま
す
。（
全

12
回
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
佐
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
町
福
祉
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

Health
健康に関するお知らせ

健
康
だ
よ
り

介護予防 の話

このコーナーでは、町職員である

保健師、管理栄養士、社会福祉士

などが、健康や福祉、介護などに

関する情報をリレー形式でご紹介

します。

今月の紹介者は

甲佐町地域包括支援センターで

は、「はつらつリハビリ教室」の

利用希望がある人を対象に職員が

自宅訪問し、説明を行っています。

他にも健康や生活に関わる相談も

受け付けていますので、気軽にお

尋ねください。

白石　恵介 主任介護支援専門員

は
つ
ら
つ
リ
ハ
ビ
リ
教
室
で
暮
ら
し
の

生
き
が
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
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Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care
12月の子育て支援カレンダー

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

・町福祉課

　TEL096-234-1114

・町住民生活課

　TEL096-234-1113
●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

※予定が変更になる場合があります。

12・１月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　12月15日（木）　午前９時

　　１月19日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　12月15日（木）　午前10時

　　１月19日（木）　午前10時

　 ピカピカ１歳教室

　　12月２日（金）　午前９時20分

　 １歳６か月児健診

　　１月10日（火）　午後１時

　 すくすく２歳児子育て相談

　　12月16日（金）　午前９時20分

　 ３歳児健診

　　１月10日（火）　午後１時20分

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

２日（金） 身体測定（身長・体重）

５日（月） クリスマスリース作り

７日（水） シール遊び

９日（金） 折り紙遊び

12日（月） ままごと遊び

14日（水） おやつ作り（要予約）

16日（金） クリスマス帽子作り

19日（月） 親子で読書

21日（水） 製作（お正月飾り）

23日（金） クリスマス会（要予約）

26日（月） お散歩

28日（水） ブロック遊び

 育児相談（電話・面接）

 月〜金曜日　午前９時30分〜午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分〜正午

甲佐保育園� TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

本村 優
ゆ の

乃 ちゃん（２歳）

父・真史 さん　母・まみ さん

　（浅井区）

 　　優しい素敵な笑顔を

　　　　　いつもありがとう♡

　

増田 安
あ か ね

佳音 ちゃん（１歳５カ月）

 父・佳明 さん　母・安理沙 さん

　（上豊内区）

　　すくすく成長中！

　　　　　賢いおてんば娘です！

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町健康推進課

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711
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　寒さで室内で過ごすことが多くな

り、運動不足になりやすい冬が近づ

いてきました。今回は、寒い冬でも

自宅で座りながら簡単にできる「お

しり歩き」を紹介します。

　この運動

は、冷え症

やむくみ、

下 半 身 の

シ ェ イ プ

アップ、肩

や首のこり

の改善、姿

勢矯正など

に期待できるトレーニングです。

■トレーニングの手順

①足を伸ばした状態で床に座ってく

ださい。

②両足の膝をくっつけたまま足首を

立ててください。

③足とおしりを交互に動かして前に

進んでください。

※足の付け根あたりを使って動く事

　を意識してみてください。

④今度は、足とおしりを交互に動か

して後ろに戻ってください。

※腕をしっかり振り、正しい姿勢で

　行いましょう。

丸尾 賢亮さん

〔健康運動実践指導者〕

今月の講師

●お問い合わせ先

　甲佐町フィットネスセンター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8712

Fitness
甲佐町フィットネスセンター

▲１つ１つの動作を正しいフォームで

ゆっくりと行うことを意識しましょう。

「おしり歩き」

Enterprise
甲佐町進出企業協議会だより

自 宅 で 簡 単 ！
お し り 歩 き で 骨 盤 を 整 え よ う！

■
甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会

　

と
は

　
甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会

（
奥
名
克
美
会
長
）
は
、
甲
佐

町
に
進
出
し
た
企
業
と
町
・
甲

佐
町
商
工
会
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
、
会
員
同
士
の
情
報
交
換
や

情
報
共
有
、
交
流
活
動
を
通
し

て
連
携
強
化
を
図
り
、
相
互
の

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
組
織
で
す
。

　
現
在
、
町
内
に
事
務
所
や
工

場
を
有
す
る
町
外
か
ら
の
進
出

企
業
22
社
と
肥
後
銀
行
甲
佐
支

店
、
熊
本
県
立
甲
佐
高
等
学
校

の
準
会
員
２
団
体
、
そ
し
て

町
・
甲
佐
町
商
工
会
が
一
体
と

な
っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
同
協
議
会
の

　

総
会
を
開
催

　
10
月
11
日
（
火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
令
和

４
年
度
甲
佐
町
進
出
企
業
協
議

会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
事
業
実
績
お

よ
び
会
計
報
告
と
、
本
年
度
の

事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
の
議

決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
議
会
で
は
、
町
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
町
内
外
へ

の
情
報
発
信
と
各
会
員
企
業
へ

の
情
報
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
業

界
の
垣
根
を
超
え
た
連
携
を
図

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
、
講
演
会

の
開
催
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
状
況
を
見
な

が
ら
、
会
員
企
業
に
企
業
支
援

の
説
明
会
開
催
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

●お問い合わせ先

　甲佐町進出企業協議会事務局

　（町地域振興課内）

　TEL096-234-1154（内線232）

▲協議会に参加いただいている会員企業２２社と準会員２団体

会員企業名 生産・製造品目など 所在地
九州ネットワークケーブル 電線・通信用ケーブル 早川 2001
ＹＫＫＡＰ（株）熊本甲佐工場 アルミ製品 津志田 2534
（株）ヤマキフーズ熊本工場 弁当・サンドイッチ類 早川 2100-1
（株）木村　甲佐工場 米菓（あられ類） 芝原 15-1
エース観光開発（株） ゴルフ場経営 南三箇 1273-18
熊本ダイハツ販売（株）甲佐センター 新車加工運搬・中古車運搬 芝原 54-1
九州電子（株）ＬＳＩシステムセンター ＬＳＩ設計・開発 豊内 2020
（有）肥後そう川 麺類製造・販売 早川 2046-1
ネッツトヨタ熊本サービス（株） 自動車部品取付・配送 白旗 1851
日立物流九州（株）熊本出張所 倉庫・運送業 白旗 1877-1
土佐屋コンクリート工業（株）甲佐工場 コンクリート二次製品 西寒野 2351
西邦電気工事（株）甲佐営業所 配線委託工事 糸田 1971-1
ＲＨＫ（株）甲佐工場 クレーン・コンベア 津志田 2531
森川健康堂（株） 健康食品製造 田口 2170
宇城鉄筋協同組合 鉄筋加工・工事 田口 430
富田工業（株）熊本支店 自動車部品 田口 4024-2
浅井硝子（株）九州支社 酒類用容器販売 早川 940-1
（株）大福物流 運輸業 白旗 1900-1
東南運輸倉庫（株）甲佐営業所 運輸業 田口 528
コーラルインターナショナル（株）九州支社 サプリメント・農業資材 下横田 511
（株）シンザン 鋼構造物工事など 津志田 605
山本建設（株）甲佐養鰻場 養鰻業 白旗 991
※肥後銀行甲佐支店（準会員） 岩下 120
※熊本県立甲佐高等学校（準会員） 横田 327

甲
佐
町
進
出
企
業
協
議
会
で
は
会
員
相
互
の

連

携

強

化

を

図

っ

て

い

ま

す
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Events Calender
甲佐町イベントカレンダー【12月】

日 月 火 水 木 金 土
11/27

 【日曜当番医】

 谷田病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

11/28

 口座振替日

 （町税務課）

11/29
 

11/30

 納期限
 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

１

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 行政区配達 

 （町総務課）

２

 ピカピカ１歳教室

 （町総合保健福祉センター）

３

４

 【日曜当番医】

 甲佐眼科クリニック

 熊本甲佐10マイル
 公認ロードレース

 （町社会教育課）

 通常収集しない
 ごみの収集

 （町環境衛生課）

５

 法律・人権・
 行政相談

 （町民センター）

６ ７

 

８

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

９

 

10

 町民集会・人権パレード

 （町民センター）

11

 【日曜当番医】

 荒瀬病院

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

12

 

13 14

 

15

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

 ４か月児健診
 ７か月児健診

 （町総合保健福祉センター）

16

 すくすく２歳児
 子育て相談

 （町総合保健福祉センター）

17

 

18

 【日曜当番医】

 谷田病院

 クリスマスコンサート

 （町社会教育課）

19

 口座振替日

 （町税務課）

20

 納期限

 （町税務課）

 

21

 認知症について
 の相談会

 （町福祉課）

22

 消費生活相談

 （老人いこいの家）

23

 

24

25

 【日曜当番医】

 桃崎整形外科

 マイナンバーカード
 予約者優先休日窓口

 （町住民生活課）

26

 

27 28

 夜間窓口

 （町税務課）

 マイナンバーカード
 予約者優先夜間窓口

 （町住民生活課）

 行政区配達 

 （町総務課）

29

 年末年始閉庁日

（〜１/ ３）

30

 

31

 

※やむを得ず中止・延期になる場合があります。詳細は、町公式ウェブサイトなどをご確認ください。
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12
December 2022

今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL 096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL 096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL 096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL 096-234-0755

●町民センター

　 TEL 096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL 096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL 096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL 096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL 096-282-1955

●御船警察署

　 TEL 096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL 096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL 096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL 096-282-0016

●県庁

　 TEL 096-383-1111（代表）

ｉ

お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
旅
券
申
請
・

交

付

受

付

に

つ

い

て

　
町
で
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
（
旅

券
）
の
申
請
・
交
付
受
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
申
請
か
ら

受
け
取
り
ま
で
に
９
日
間
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

を
除
く
）
を
要
し
ま
す
。
12
月
29

日
（
木
）
か
ら
令
和
５
年
１
月
３

日
（
火
）
ま
で
旅
券
申
請
・
交
付

窓
口
は
休
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
請
が
必
要
な
場
合
は
、
余
裕
を

持
っ
て
町
住
民
生
活
課
窓
口
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
受
付
時
間

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年

　
末
年
始
を
除
く

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
４
）

12
月
４
日
（
日
）
～
10
日
（
土
）

は
甲
佐
町
「
人
権
週
間
」
で
す

　
町
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
人
権
週
間
で
は
、
特
設
人
権（
法

律
）
相
談
や
町
民
集
会
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
人
権
啓
発
資
料
を

配
布
し
、
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま

す
。

●
特
設
人
権
（
法
律
）
相
談

▼
開
催
日
時

　
12
月
５
日
（
月
）
午
前
９
時
〜

正
午

▼
会
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー

●
町
民
集
会

▼
開
催
日
時

　
12
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
内
容

・
人
権
講
演

　
講
師
　
箕
田
誠
司
さ
ん
（
国
立

　
診
療
所 

菊
池
恵
楓
園
長
）

　
演
題
　
「
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史

　
と
患
者
人
権
」

・
人
権
パ
レ
ー
ド

●
人
権
作
品
の
展
示

　
12
月
５
日（
月
）か
ら
11
日（
日
）

ま
で
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
に
よ

る
硬
筆
・
習
字
、
甲
佐
高
校
・
松

橋
西
支
援
学
校
高
等
部
上
益
城
分

教
室
の
生
徒
た
ち
の
標
語
な
ど
を

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
モ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
５
９

水
道
管
の
凍
結
・
破
裂
に

ご

注

意

く

だ

さ

い

　
寒
波
に
よ
り
最
低
気
温
が
０
度

を
下
回
る
と
水
道
管
が
凍
結
し
、

破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
凍

結
を
防
ぐ
た
め
に
屋
外
の
露
出
し

た
水
道
管
や
蛇
口
に
は
、
布
や
保

湿
剤
を
巻
き
つ
け
る
な
ど
の
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　
凍
っ
た
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を

か
ぶ
せ
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
か
け

た
り
無
理
な
力
を
加
え
る
と
破
損

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
（
止
水
栓
）
を
閉
め
て
、
町
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

る
町
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
環
境
衛
生
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
５
５

後
期
歯
科
健
診
の
受
診
は

12
月
31
日
（
土
）
ま
で

　
町
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
を
対
象
と
し
た
歯
科
口
腔

健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
受
診

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

12月４日 甲佐眼科クリニック 096-235-5600

12月11日 荒 瀬 病 院 096-234-1161

12月18日 谷 田 病 院 096-234-1248

12月25日 桃 崎 整 形 外 科 096-235-8111

doctor

町税などの滞納処分（10月分）

種　別 件数・金額など

捜 索 ０件

差 し 押 さ え 件 数 ７件

公 売 回 数 ０回

公 売 件 数 ０件

滞 納 処 分 関 連 収 入 170,152円

tax

町からのお知らせについて

は、詳しくは町公式ウェブ

サイトをご覧ください。

URL https://www.town.kosa.

　　lg.jp/
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に
対
象
の
歯
科
医
院
に
予
約
を
し
、

被
保
険
者
証
と
受
診
券
、
自
己
負

担
額
４
０
０
円
を
準
備
し
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
歯
科
健
診
の
詳

細
は
、
町
住
民
生
活
課
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
７
）

ｃ

開
催

令

和

５

年

甲

佐

町

二
十
歳
の
成
人
式
の
ご
案
内

　
町
で
は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を

さ
れ
た
皆
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来

を
祝
福
し
、
明
日
の
甲
佐
町
を
担

う
若
者
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
、

「
甲
佐
町
二
十
歳
の
成
人
式
」
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加

さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
事
前
に
町
社

会
教
育
課
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
日
時

　
令
和
５
年
１
月
８
日
（
日
）

・
受
付
開
始
　
午
前
９
時

・
写
真
撮
影
　
午
前
10
時

・
式
典
開
始
　
午
前
10
時
30
分

▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー
ル

▼
対
象

　
平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
開
催
の

　
中
止
や
式
典
内
容
の
変
更
な
ど

　
が
あ
る
場
合
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

　
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　
　（
内
線
３
２
４
）

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
開
催

　
任
期
満
了
に
伴
う
甲
佐
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
を
令
和
５
年
2
月

に
執
行
し
ま
す
。
町
選
挙
管
理
委

員
会
で
は
、
立
候
補
予
定
者
へ
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
立
候
補
予
定
者
本

人
ま
た
は
そ
の
代
理
人
、
選
挙
運

動
を
統
括
す
る
人
、
出
納
責
任
者

な
ど
で
す
。

▼
日
時

　
12
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時
30

分▼
会
場

　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
研
修
室

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
２
）

Monthly Information

事件・ 事 故 件 数

種　別
発生件数

10月 年累計

人身事故 ０ 12

物損事故 25 139

盗難など ０ ７

10月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ２ （０）

原 野 ８ （０）

そ の 他 12 （２）

合計件数 21 （１）

11月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

甲佐町民俗資料館 ( 宮内地区社

会教育センター内 ) の第一室にあ

る犂 ( すき ) は、「日の本号二段

耕犂(こうり)」と呼ばれるもので、

日本の畜力犂の完成形といわれて

います。

明治・大正期の農家にとって使

いやすくて長持ちする犂は、家宝

だったそうです。その日本の近代

犂に夜明けをもたらしたのが重兵

衛犂です。重兵衛さんは 1863 年、

甲佐町上早川の農家に生まれまし

た。戸籍名は伝蔵ですが、重兵衛

と通称されていました。22 歳の

重兵衛は隣家から借りていた犂を

折ってしまいました。「大変なこ

とをした」と重兵衛はナタで犂を

こさえて返しました。それはとて

も性能がよく、たちまち村中の評

判になりました。以来、重兵衛の

所に犂作りの依頼が殺到。はじめ

はただで作っていましたが、注文

があまりに多いため弟子や雇い人

をおいて犂屋を開業しました。重

兵衛犂は「甲佐の重兵衛さんが作

らした」ということで、甲佐犂と

も呼ばれました。

この重兵衛が農機メーカーの

東洋社のはじまりです。 東洋社

は改良犂づくりに心血を注ぎ、「日

の本号犂」は全国を風びしました。

写真の二段耕型なども生み出し、

戦後 30 年代からは農機メーカー

に転進。現在は日立建機ティアラ

となっています。

甲佐町の文化財探訪　〜第 111 回〜

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「重兵衛犂（じゅうべえすき）」赤星 眞照 町文化財保護委員（有安区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（10月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 202,460 ▲5,630 1,540

資 源 ご み 20,400 ▲320 ▲4,030

粗 大 ご み 4,650 980 ▲420

合 計 227,510 ▲4,970 ▲2,910

※単位・㌔ 

▶
甲
佐
町
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ

　
れ
て
い
る
二
段
耕
型
の
犂
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Monthly Information

ｉ

お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
保
育
所
入
所
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年

３
月
に
新
規
で
保
育
所
へ
入
所
を

希
望
す
る
人
は
、
申
し
込
み
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
希
望

す
る
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　
12
月
９
日
（
金
）
〜
15
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
入
所
基
準

　
本
町
に
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と

・
就
労
ま
た
は
就
労
予
定

・
妊
娠
、
出
産

・
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

・
同
居
ま
た
は
、
長
期
入
院
な
ど

　
し
て
い
る
親
族
の
介
護
・
看
護

・
災
害
復
旧
作
業
に
従
事

・
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
の
就

　
業
訓
練
を
含
み
ま
す
）

▼
申
込
書
の
配
布
場
所

●
町
住
民
生
活
課

●
各
保
育
所

・
甲
佐
保
育
園

・
若
草
保
育
園

・
竜
野
保
育
園

・
乙
女
保
育
園

・
緑
川
保
育
所

※
申
込
書
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

　
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　
き
ま
す
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　
　（
内
線
１
０
６
）

軽
自
動
車
の
手
続
き
の
一
部
が

オ

ン

ラ

イ

ン

化

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
軽
自
動
車

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
（
軽
自

動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
と
軽
自
動
車
税
納

付
確
認
シ
ス
テ
ム
（
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ

Ｓ
）
が
始
ま
り
ま
す
。

●
軽
自
動
車
Ｏ
Ｓ
Ｓ

　
新
車
購
入
時
の
軽
自
動
車
保
有

関
係
手
続
が
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
可
能
に

な
り
ま
す
。
二
輪
・
原
付
・
小
型

特
殊
は
対
象
外
で
す
。

●
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ

　
車
検
時
の
検
査
窓
口
で
の
紙
の

納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
を
納
付
し
た
ば

か
り
の
場
合
や
中
古
車
購
入
直
後

の
場
合
な
ど
は
、
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
に

よ
る
納
付
確
認
が
で
き
な
い
た
め
、

紙
の
証
明
書
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
税

務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　
　（
内
線
１
１
４
）

必

ず

チ

ェ

ッ

ク

最

低

賃

金

！

　
熊
本
県
の
最
低
賃
金
が
令
和
４

年
10
月
１
日
（
土
）
か
ら
時
間
額

８
５
３
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
詳
細
は
、
熊
本
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

　
熊
本
労
働
基
準
監
督
署

　
TEL
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

ｒ

募
集

甲
佐
ブ
ラ
ン
ド「
こ
う
さ
ん
も
ん
」

認

定

申

請

を

募

集

　
町
で
は
、
令
和
５
年
度
登
録
の

甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も

ん
」
認
定
申
請
を
募
集
し
ま
す
。

　「
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
『
こ
う
さ
ん

も
ん
』
認
定
制
度
」
は
、
本
町
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農
作

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツ＆カルチャークラブ」

１月のアユスポ・カレンダー

  ●スポンジテニス教室＆

　　　　　バドミントン教室

　　甲佐小体育館

　　月曜日（祝日除く）　午後７時30分

●少年柔道スクール

　甲佐中武道館「甲心館」

　・中学生の部

　　月・水・木・金・日曜日

　・小学生の部

　　月・水・金曜日

　　　　　　いずれも午後７時

●卓球教室

　町生涯学習センター・ホール

　水・金曜日（祝日除く）午後７時

●ノルディックウォーキングスクール

　甲佐町役場周辺

　第１・2・３月曜日　午前10時

●トランポリンスクール

　特別養護老人ホーム桜の丘

　　金曜日　午後５時30分

●サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　火・木・金曜日　午後７時

　　土・日曜日　不定期

●女子サッカースクール

　甲佐中グラウンド など

　　水・金曜日　午後７時30分

　　土・日曜日　不定期

●放課後自習室

　デイサービスセンター「しゃらの樹」など

　　月〜金曜日　午後４時30分

　■お問い合わせ先

　　町教育委員会社会教育課

　　 TEL 096-234-2447（内線325）

▼

人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
子
ど
も

　

た
ち
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女子サッカースクール

参加者の皆さん

体験会を実施中です！

令和４年度冬季ナイターソフトボール大会結果
 Sports

●大会成績

　優　勝　乙女タイギャース　　準優勝　緑町ソフト

●会　場　熊本甲佐総合運動公園　ソフトボール場

●主　催　甲佐町ソフトボール協会（池田実会長）

●開催日　10 月 20 日（木）〜 11 月４日（金）

▶
優
勝
し
た
乙
女
タ
イ
ギ
ャ
ー

　

ス
の
皆
さ
ん
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Monthly Information

物
や
加
工
品
な
ど
の
魅
力
あ
る
商

品
を
町
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て
認

定
し
、
町
や
甲
佐
町
商
工
会
な
ど

が
応
援
す
る
こ
と
で
本
町
の
活
性

化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

▼
認
定
基
準

①
本
町
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
る

　
商
品
で
あ
る
こ
と
。
（
名
称
や

　
デ
ザ
イ
ン
な
ど
本
町
を
表
現
す

　
る
も
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

　
に
つ
な
が
る
商
品
や
、
主
原
料

　
ま
た
は
一
部
に
本
町
産
の
も
の

　
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
）

②
商
品
に
独
自
性
・
優
位
性
が
あ

　
る
こ
と
。
（
ほ
か
の
産
地
や
類

　
似
商
品
と
比
較
し
て
、
商
品

　
の
特
性
に
独
自
の
こ
だ
わ
り
が

　
あ
る
こ
と
）

③
安
全
性
・
生
産
性
・
販
売
体
制
・

　
認
定
後
の
意
欲
が
整
っ
て
い
る

　
こ
と
。

▼
申
請
者
の
条
件

　
申
請
者
は
、
次
の
①
〜
③
の
い

ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と

し
ま
す
。

①
個
人
の
場
合

　
町
内
在
住
か
つ
町
内
に
生
産
も

　
し
く
は
製
造
拠
点
が
存
在
す
る

　
こ
と
。

②
法
人
の
場
合

　
町
内
に
生
産
も
し
く
は
製
造
拠

　
点
が
存
在
す
る
こ
と
。

③
町
と
の
連
携
の
中
で
、
生
産
委

　
託
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

▼
申
請
期
限

　
12
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時

▼
認
定
審
査
会

　
令
和
５
年
２
月
（
予
定
）

※
申
請
書
類
や
申
請
に
関
す
る
詳

　
細
は
、
町
地
域
振
興
課
に
お
尋

　
ね
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
地
域
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　
　（
内
線
２
３
２
）

障
が
い
の
あ
る
人
の

職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次

の
期
間
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
講
対
象
者

　
身
体
（
聴
覚
・
上
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
な

ど
の
障
が
い
の
あ
る
人

▼
定
員

　
８
人

▼
内
容

　
事
務
職
に
必
要
な
ワ
ー
ド
な
ど

を
基
礎
か
ら
学
び
、
知
識
・
技
術

の
習
得
と
資
格
取
得
を
目
指
し
ま

す
。

▼
募
集
期
限

　
12
月
28
日
（
水
）

▼
訓
練
期
間

　
令
和
５
年
２
月
１
日
（
水
）
〜

４
月
28
日
（
金
）

▼
経
費

　
テ
キ
ス
ト
代
１
万
３
６
４
０
円

（
税
込
）
程
度

▼
訓
練
場
所

　
株
式
会
社
総
合
プ
ラ
ン
ト

　（
熊
本
市
中
央
区
神
水
１
丁
目

　
38
‐
11
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
TEL
０
９
６
‐
２
９
７
‐
９
９
１
５

ｃ

く
ら
し
安
全

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
例
年
、
年
末
年
始
は
、
金
融
機

関
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事
件
や
車

上
ね
ら
い
、
乗
り
物
盗
（
オ
ー
ト

バ
イ
盗
や
自
転
車
盗
）、
万
引
き

な
ど
の
街
頭
犯
罪
が
多
発
し
ま
す
。

ま
た
、
車
の
利
用
が
増
え
る
こ
と

に
伴
っ
て
、
交
通
事
故
も
増
加
し

ま
す
。

　
不
審
な
人
物
を
見
か
け
た
ら
す

ぐ
に
「
１
１
０
番
」
通
報
す
る
と

い
っ
た
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
で
犯

罪
や
交
通
事
故
な
ど
を
未
然
に
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～12月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096‐234‐2447

▼

人
権
を
テ
ー
マ
に
し
た
子
ど
も

　

た
ち
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●人権週間啓発作品展

人権週間にあわせて制作された、町内の小中学生

の習字作品や甲佐高生の人権標語を展示します。

▶期間　12 月５日（月）〜 11 日（日）

▶主催　甲佐町「人権週間」実行委員会

ご支援ありがとうございます

ふるさと甲佐応援寄附金

　■お問い合わせ先
　　町地域振興課
　　 TEL  096-234-1154（内線232）

▶ご寄付いただいた皆様
　　お名前　　　　ご住所　
・荒木　正大様　　東京都
・林　　利典様　　佐賀県
・前川　裕昭様　　東京都
・柿添　亜矢様　　佐賀県
・海老沼舟一様　　栃木県
・中島　領介様　　埼玉県
・宋　　貴彰様　　東京都
・武林慶二郎様　　東京都
・大西　達矢様　　東京都
・佐々木智彦様　　神奈川県
・新原　拓　様　　東京都
・田畑　元久様　　山口県
・塗木　京太様　　東京都
・石原　愼悟様　　神奈川県
・北野　進平様　　東京都
・深谷　健二様　　東京都
・高橋　学志様　　愛知県
・高梨　裕史様　　神奈川県
・増田　賢吾様　　福岡県
・伊藤　鷹宏様　　千葉県
・児玉　雄紀様　　青森県
・柴田　保子様　　北海道
・青山　公彦様　　愛知県
・中村　篤志様　　愛媛県
・橋本　重生様　　大阪府
・坂口　吉一様　　神奈川県
・戸井　洋子様　　兵庫県
・木幡　理史様　　埼玉県
・広瀬　将嗣様　　千葉県
　　　　　　　　　　ほか多数

▶令和４年度寄附金額合計
    ３億4313万円（10月31日現在）

「ふるさと甲佐応援寄附金」に
ご協力いただき、ありがとう
ございます。氏名掲載に同意
いただいた寄附者の皆さんを
一部ご紹介します。

▶町公式ウェブサイト
　「ふるさと納税」ページ
　　　https://www.town.kosa.lg.  
　　　jp/q/aview/136/233.html

URL

ふるさと納税のお礼の品
として贈呈している本町
の特産品を紹介します。

�「ニラでスープ」
こうさんもんNo.05

　　　  ▶パン工房ふうさん
　　　  TEL  096-234-2112

21 Public Relations KOSA
December 2022



紅葉

 

［
短
歌
］ 

塚
原
暁
益 

選

す
い
す
い
と
水み

な

も面
を
進
む
鴨
た
ち
に
幸
せ
も
の
と

想
い
が
つ
の
る 

緒
方　

明
美

病や
み

あ
れ
ど
や
っ
と
こ
こ
ま
で
辿
り
着
き
優
し
き
子

等
と
米
寿
祝
す 

塚
原　

暁
益

孫
娘
ら
と
ゆ
っ
た
り
す
ご
す
佐
俣
の
湯
お
す
す
め

料
理
で
心
も
満み

つ
る 

赤
星　

文
子

秋
日
和
娘
夫
婦
に
誘
わ
れ
て
コ
ス
モ
ス
の
里
心
和

ま
す 

池
田
キ
ヨ
子

秋
深
み
熟
す
柿
の
実
鈴
な
り
に
青
空
に
映
え
輝
き

て
お
り 

吉
永
由
紀
子

人
は
み
な
桜お

う
ば
い
と
う
り

梅
桃
李
さ
ま
ざ
ま
で
吾
は
吾
な
り
恥

る
こ
と
な
く 

内
田
乃
武
子

 

［
肥
後
狂
句
］ 

北
川
直
美 

選

も
う
師
走

　

喪
中
ハ
ガ
キ
の
ま
た
来
と
る 

広
田
み
ど
り

も
う
師
走

　

ド
リ
ン
ク
飲
ん
で
買
出
し
へ 

下
山　

千
恵

も
う
師
走

　

う

な

ぎ

の

ぼ

り

の

物

価

高 

志
垣　
　

光

も
う
師
走

　

そ

っ

こ

こ

に

有

る

募

金

箱 

佐
藤　
　

葵

も
う
師
走

　

早

割

り

お

せ

ち

頼

ま

な

ん 

平
井
や
よ
い

も
う
師
走

　

借

金

払

い

済

ま

せ

と

こ

 

長
原　

産
賀

も
う
師
走

　

カ
レ
ン
ダ
ー
メ
モ
埋
ま
っ
て
る 

光
永　
　

六

も
う
師
走

　

ペ

ッ

ト

の

服

は

サ

ン

タ

柄 

井
元
あ
ざ
み

も
う
師
走

　

振
り
込
み
詐
欺
も
増
え
出
し
た 

日
高　

美
里

も
う
師
走

　

今

年

一

年

何

し

た

ろ

 

上
田　

梅
清

も
う
師
走

　

注し

め

な

わ

連
縄
な
っ
と
き
ゃ
あ
編
も
か 

中
村　

南
幸

も
う
師
走

　

箒
ほ
う
き

売

り

場

は

目

の

廻

る

 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

～ 

師
走 

～

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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み
な
さ
ん
、
甲
佐
町
総
合
防
災
訓

練
に
は
参
加
さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？

　

私
は
、
西
寒
野
区
の
防
災
訓
練
の

取
材
に
行
き
ま
し
た
。
真
剣
な
表
情

で
取
り
組
む
姿
、
無
駄
の
な
い
動
き

に
は
、
熊
本
地
震
の
自
ら
の
経
験
か

ら
、
い
つ
起
こ
る
と
も
知
れ
な
い
災

害
に
対
す
る
緊
張
感
が
見
て
取
れ
ま

し
た
。
表
紙
は
、
そ
の
西
寒
野
区
の

み
な
さ
ん
で
す
。
地
域
の
た
め
に
と

励
む
姿
を
み
て
、
役
場
職
員
と
し
て

自
分
も
負
け
ら
れ
な
い
と
強
く
思
う

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
助
け
と
な
る
割
合
は
、

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」

が
７
割
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
救
助

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
救
助
に
向

か
う
人
を
危
険
に
さ
ら
す
と
い
う
こ

と
で
す
。
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
避
難
経
路
や

避
難
場
所
を
家
族
で
確
認
す
る
な
ど
、

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
志
）

ひ と の 動 き （敬称略）

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 4,930 ▲２

女 5,359 ▲７

計 10,289 ▲９

世帯数 4,428 ０

令和４年10月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所　　　氏　名　    年齢   世帯主

船　津　井上ユリ子　93　竹　之

船　津　仲原　澄子　89　末　人

津志田　山方　静香　92　静　香

田　口　𠮷村アイ子　94　眞　一

仁田子　寺本　昭之　95　貞　子

田　口　布田　幸男　74　久美子

　　　　　　　　　　　ほか３人

10月11日（火）〜11月10日（木）届出

作り方

①ダイコンを洗い、頭を切り落

とし、横に寝かせて皮むき器

でうどんのように縦長に削い

でいきます。

②ビニール袋に鶏ミンチ、刻ん

だニンジン、味噌を入れ混ぜ

て鶏団子を作ります。

③鍋にだし汁を入れ、ひと煮立

ちさせ調味料を加えます。そ

こへ、②で作った鶏団子を加

え、ふたをし３分ほど煮ます。

⑤鶏団子に火が通ったら、①の

ダイコンを入れ、ふたをして

４〜５分煮ます。

⑥食べる直前に焼いた餅、厚め

に切った卵焼きを並べ入れ、

細かく刻んだネギを散らした

ら完成です。

※ちくわや天ぷらを入れても美

味しいです。餅を増やすと腹

持ちが良くなりますが、食べ

過ぎには気をつけてください。

かわり大根鍋

ご存じですか？

材　　料（４人分）

ダイコン　……………　大１本
餅　………………………　４個
鶏ミンチ　……………　 300㌘
ニンジン　…………　 １/ ２本
卵焼き　………………　好みで
小ネギ　………………　好みで
味噌　………………　大さじ３
だし汁　……………　５カップ
酒　………………　　大さじ４
赤酒　………………　大さじ３
淡口醤油　…………　大さじ３

　　　ダイコンは、カロリーと

糖質が低く、食物繊維も含まれ

ているので便秘改善効果が期待

できるってご存じですか？

　年末年始はご馳走を食べる機

会が多くなり、つい食べ過ぎて

しまいがちです。そんなこれか

らのシーズンに食べて欲しいダ

イコンを使ったレシピをご紹介

します。師走の忙しい中でも、

手軽に調理できる鍋料理は体も

温まる一品です。

　ちなみに、おろし大根は消化

を促進し、胸やけや胃もたれを

防ぐ効果があるため、二日酔い

に良いと言われています。

編

集

後

記

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　世　持　坂本　公生

　　妻　御船町　吉村　真澄

　　夫　早　川　佐野　悠斗

　　妻　山都町　木野　桜子

　　　　　　　　　　　ほか２組

［

今月の出生児　１人

［
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Kosa
Style
こうさ スタイル

　

「
甲
佐
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
明
る
く
健
や
か
に
育
つ

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
で
き
れ
ば
」

と
話
す
の
は
御
船
地
区
少
年
警
察

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で
会

長
を
務
め
る
井
芹
雅
洋
さ
ん
（
東

寒
野
区
）
。

　

少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、

警
察
の
委
嘱
を
受
け
て
、
少
年
の

非
行
防
止
や
健
全
育
成
の
た
め
の

活
動
に
あ
た
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
同
協
議
会
は
、
甲
佐
町
・
御

船
町
・
益
城
町
・
嘉
島
町
の
４
町

の
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
連

携
し
、
街
頭
補
導
活
動
の
ほ
か
、

少
年
の
居
場
所
づ
く
り
を
は
じ
め

と
す
る
立
ち
直
り
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　

井
芹
さ
ん
は
、
地
域
活
動
に
熱

心
に
取
り
組
む
先
輩
か
ら
誘
わ
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
12
年

か
ら
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
。
当
時
、
甲
佐
町
職
員
と
し

て
交
通
安
全
に
関
す
る
業
務
に
携

わ
る
中
で
、
地
域
で
頑
張
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
見
て
、
自

分
も
こ
の
ま
ち
の
た
め
に
何
か
で

き
な
い
か
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

同
協
議
会
は
、
あ
ゆ
ま
つ
り
な

ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
夜
間
街

頭
補
導
や
小
中
学
校
の
長
期
休
暇

に
合
わ
せ
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
て
お
り
、
井
芹
さ
ん
は
甲

佐
町
内
を
中
心
に
活
動
。「
子
ど

も
た
ち
の
夜
の
徘
徊
は
非
行
に
つ

な
が
る
だ
け
で
な
く
誘
拐
の
危
険

も
伴
い
ま
す
。
非
行
に
向
か
う
子

ど
も
た
ち
に
声
を
掛
け
る
こ
と
で

少
し
で
も
踏
み
と
ど
ま
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
話
す
。

　

親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
が
子
ど
も
た
ち
の
非
行
の

原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
昨

今
、
協
議
会
で
は
親
子
で
楽
し
く

触
れ
合
え
る
機
会
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
が
来
た
と
き
よ
り
も
笑
顔
で

楽
し
く
会
話
し
な
が
ら
帰
る
姿
に
、

自
身
の
活
動
の
や
り
が
い
を
感
じ

る
と
い
う
井
芹
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
学
校
や
警
察
と
の
連
携
を
一

層
強
め
て
い
き
、
仲
間
の
補
導
員

と
と
も
に
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
歩
み

続
け
る
。

子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

いせり まさひろ / 御船地区少

年警察ボランティア連絡協議会

会長。学校などと協力して少年

の健全育成に力を注ぐ。令和４

年度防犯功労者表彰を受賞。

井芹 雅洋さん
Iseri Masahiro

〔東寒野区〕
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